







利用されており、本格的な UNIX マシンの機能が AT 互換機などで個人レベルでも手軽に構築するこ
とが可能となっている。
そこで、本研修では、新たに DOS/V パソコンを組立て、フリーで利用できる Debian GNU Linux 





た。 表 1 研修用パソコンの仕様
2. 研修内容 Mother Board IASUS P4G800-V VGA ・ LAN ・ SOUND内蔵
2.1 組立てパソコンの仕様
CPU 11脚1Pentium4 2.80GHz 
メモリ 1256MBx2枚 PC2700
Debian を導入したサーバ ハードディスク IMaxtor ATAI00 40GB x 2台




























































kenshu に対しても、同じように telnet におけるパケット制限の設定を行い kozml とのネットワ
ーク通信を利用して動作の確認を行った。
ノレールの内容は、 kozml が接続しているサ
ブネットから kenshu への telnet アクセス
のみを許可し、それ以外からの telnet アク
セスに対しては記録を残す設定とした(図








図-， iptables による制御 (kenshu)
ログ
メールサーバは、 図 -2 のようにクライアント (A)からの要求に基づいて電子メールを送信する
SMTP(SimpleMail Transfer Protocol)サーバと、届いたメールを保管してクライアント (B)からの







POP サーバ ι 
図-2 メールの流れ
メールの送信は送信側と受信側で SMTP というプロトコルにより、メーノレアドレスを頼りに最終
目的地までメーノレを中継配送する MTA(Message Transfer Agent)によって行われる。 MTA には、
sendmail, postfix, qmail などがあり、 Debian には最初から exim4 がインストールされているが、
本研修では機能的にも柔軟性がありメジャーな sendmail を使用した。
2.3.2 sendma i I 




ンロードした sendmail-8.13_3 には m4 マクロプロセッサによる debian 用の定義ファイル
-9-
sendmail.mc ファイルが用意されているので、使用環境に応じた追加変更を行った。ここでは、




証を行い配信される。本研修では一般に用いられている qpopper を使用した。 qpopper は
















1) Debian GNU /Linux Expert sarge 対応 ;技術評論社平成 16 年 9 月発行
[研修日誌]
専門研修実施日程
9月 8 日 専門研修打合せ 購入パーツ、消耗品、 IPアドレス申請
9月 24 日 第一回センター実習 Debianのインストーノレ
10月 14 日 第一回センター実習 Debianのインストーjレ
10月 21 日 パソコンの組立てと Debianのインストー/レ
10月 28 日 Debian のインストール
11月 4 日 第一回センター実習 パッケージ管理ツールの使い方
11月 11 日 Debian のインストー/レ作業
11月 25 日 ネットワーク接続作業 情報コンセント， kenshu, kozm1をハブに接続
12月 8 日 テキストによる輪読 Debian GNlJ/Linux Expert1) 
2月 16 日 日本語環境の導入と設定
3月 8 日 第四回センタ一実習 iptablesの使い方
3月 17 日 メー/レソフト sendmailの導入，設定と動作確認
3月 24 日 ハード、デ、イスク増設& kenshuの再設定
3月 29 日 メー/レソフト qpopperの導入と動作確認およひ'総括
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